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0．91，0．73，
2．44
1．63，2．95
ぴ舌=Sxl/~I－γ2=0.524
"3=sy"1－γ2=0.482
§演算の結論
y=0.73苑－0.05±0．482
カー 0.86y+0.57±0.524
信頼度は，68％である。
ただし，もし推定誤差の標準偏差‘
2ぴ苫，2ぴ3を用いるならば，苑，JIi
度は，95％になる。
,，もし推定誤差 の代わりに’
2ぴ らば，苑，〃に対する信頼
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の推定に役立つ可能性があると，考えられる。そ
うした関係上，組織または臓器の残余窒素は，かな
りしばしば測定され，死後経過との関係が吟味され
ている。怡土・桃井・西崎らの研究6)は，その代表的
なものであって,種々の臓器について残余窒素を測
定し，それは死後経過時間の推定に役立つものであ
ると，報告している。Inouyeも亦，脂肪組織の酸
値測定に関する実験的研究に引き続いて’筋肉の残余
窒素および残余炭素を測定したところ’残余物質の
含量は死後の経過が長くなるにつれて’次第に増加
して行くことがはっきりと認められたので，筋肉の
残余物質の測定は死後経過の推定に役立つであろう
と，述べている7)o
といっても，残余物質特に蛋白の死後分解により
増える残余物質の多寡は，試料に選ばれた臓器や組
織の如何によって大きく左右されるだけではなく，
個人的に非常に大きな動揺があるものである。従
って，筋肉のような均質に近い構造の組織を被検試
料として選んだ場合においても，その測定値は必ず
しも，死後の経過と完全に比例するとはいい難いの
ではないかと，考えられる。すると，死後の経過の
測定尺度として残余物質量の測定を応用しようとす
る行き方にも，矢張りなおかなりのむずかしさがあ
ると，いわなければならない。
以上に述べた所からみて，よく判かるよう
に，本篇の研究において，脂肪組織の酸値の測
定が死体の死後経過の推定に役立つものであ
ることが立証されたのは，非常に注目すべき
ことであると，いわなければならない。而か
も，この酸値の測定による死後経過時間の推定
法には，その実施面において特に優れた特徴
があると’いえるのである。それは,この
方法によれば，比較的新しい死体の場合はも
ちろんのこと，少くも6か月目頃までの相当に
古い死体の場合においても，死後の経過時間の
推定が可能であること’死後経過がほぼ4日
頃までの新しい死体の場合には，簡単な計算式
にあてはめて，その死後経過を数理的に算出
できることが確かめられているということ,
および，この方法においては，検査すべき資料
の採取が非常に容易確実であるという長所な
どである。
ここで，なお念のために’上に述べた長所
のそれぞれのものについて多少の説明をして
おくと，次のようである。
第1の特徴については，さきにも述べておい
たので，改めて述べる必要はないと思われる
かも知れないが，著者らの経験例においては，
酸値の測定値は，死後6か月目のものまでに亘
って，絶えず上昇を続けていることが確かめ
られているので，この方法による死後経過時間
の推定は，意外なほど長期に亘って可能であ
ると，いえる。1つの手段方法によって，こ
のように，長期間に亘り死後の経過を推定で
きるものは，従来はもちろん，今後とも全く
見付からないのではないかと，思われる。し
てみると，この特徴即ち第1の長所は，非常
に注目すべきものであろう。
本篇における酸値の測定値の数学的吟味は，さきに
述べたように，死後経過がほぼ4日目頃までのものだ
けに限定して，行なわれている。それは，この期間
のものにおいては，いずれの測定時点のものも，被検
死体の実数がかなりの数に達しているとみられたの
で，この枠内については数学的吟味(演算)が可能で
あると，考えられたからである。
だが，死後の経過がそれ以上に長いもの即ち6か
月目までのものについても，酸値の実測値は，どうみ
ても，死後経過が長くなるにつれて，徐々に大きく
なっているようであって，3か月目においては42.47
～190.70に達した上，半年後には187.18～230.19と
いう大きな値になっていることが，認められるだけで
はなく，試みに作成した分布図を吟味すると，この
期間においても，酸値は死後経過に伴い，絶えず上
昇し，その上昇カーブは恐らく，直線になっている
であろうと，考えられた。従って，この期間につい
ても，もし実例が豊富であったとすれば，測定値の
数学的吟味(演算)を行なうことが可能であり，その
間の関係を明白にできたものと，思われる。
といっても，この時期におけるものは，死体の蒐集
に当って努力をしたのに拘わらず，集まった死体の
数は，演算を行なうためには，まだ充分とはいえな
い所に止まってしまったのである。而かも，この
期間のものにおいては，こうした試料の絶対数の関係
以外に，なお是非とも考慮をしなければならない特
殊性がある。それは，死体現象の進行状況は，気
温や死体の保存状態の如何などによって大きく違っ
て来るものであって，古い死体の場合においては，死
体が古ければ古いほど，これらの要約に左右され現
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われて来る所見の違いが，ますます顕著になって行
くということを，意味している。従って，死後経過
が長いものについては，試料の数を1段と多くしな
ければ，検査成績について演算を試みることは，許
されない。
こうした理由に基づいて，本篇の報告においては，
古い死体からの試料については，酸値の測定値の数学
的吟味(演算)は行なわなかったのである。
第2の特徴は，この方法によれば，簡単な計
算式にあてはめて，死後の経過を数理的に算
出できるということである。その式は，死
後経過時間を力日とし，酸値の実測値をyとす
なば，
カー 0.86y+0.57rO.524
というものである。
このように，計算式により死後経過を算定
する方法は，実用上からみても，もちろん非
常に注目すべきものである。而かも，こう
した行き方は，従来の文献には，まだ全く見
当らないようである。してみると，この特徴
は，特に注目に価する長所であると，いって
よいであろう。
なお，演算の項にも記載してあるように，死後の経
過〃が判かつておれば，酸値yの値は次の式から，
算出できる。
y=0.73宛-0.05±0.482
この式は，1次方程式であるから，死後の経過に伴
ない変動するyの値のカーブは，明かに直線になっ
ていると，いうことができる。
酸値の測定値が，少くも死後4日目頃までの期間に
おいては，直線的勾配を描きながら，次第に増大し
て行く事実が，ここにはっきりと立証されたのは，
非常に注目すべきことである。
第3の特徴は，酸値の測定による死後経過の
推定法においては，検査すべき試料(脂肪組織）
の採取が非常に容易確実であるということで
ある。脂肪組織は，さきに述べたように，前
腹部の皮下から採取される。その採取は，
死体解剖の場合には，腹部正中の切開部につい
て行なうことを，原則としている(検視の場合
には，腹部の正中に小さい切開を加え，皮下
の脂肪織を採取した上，そのあとを縫合して
おく）。従って，著者らの方法では，被検試
料の採取は，非常に容易である。
上記の試料の採取法によれば，著者らの従来の経験
では，栄養状態がかなり不良とみられる死体の場合
においても，殆んど例外なく，試料が充分に取得で
きるが，もし腹部で，充分な試料が取得できない場
合があれば，体内脂肪織を試料に供してもよい。
この方法における試料の所要量は,3g内外の少量に
過ぎない。そのために，分娩直後の嬰児死体の場合
においても，検査記録の表にも示されているように，
腹部皮下の脂肪職を試料に供することができた。
こうした点も亦、著者らの方法即ち脂肪織の酸値
測定による死後経過推定法の長所であると，いうこと
ができる。
なお著者らの方法において試料として使わ
れる脂肪組織は，その組織の構造が非常にシ
ンプルなだけではなく，それには，個人的動揺
(差異)が甚だ少ない。
こうした試料は，死後経過の推定のための化
学分析の対象として，最も条件のよいものであ
ると，いうことができる。而かも，脂肪組
織の酸値は，生存中および死後間もない時期
においては，零または零に近い値になってい
る筈であるが，死後暫らく経つと，次第に上
昇して行く。いい換えると，死体の脂肪織の
酸値は，最初は零から出発し，死後経過が長
引くにつれて，次第に大きくなるものである
と，いうことができる。
こうした所は，死後経過時間の推定法として
は，最も望ましいものであるが，従来提案され
ている死後経過測定法には，こうした行き方の
ものは全くないようである。従って，この
ことは，著者らの脂肪織の酸値測定による死後
経過推定法の大きな長所であると，いってよい
であろう。
第4章死体所見の如何と酸値の測定成績との関係，および，
Schleyer論文の批判について
死体の所見即ち死体現象の如何は，特に説明するまでもなく，死後の経過にともない，次
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第に変わって行く。その状況の1部は，第
2章において，既にかなり審わしく述べてお
いた。
その記載内容からも判かるように，脂肪組織
の酸値の測定値の変動は，死体現象の進行程度
の如何とほぼ平行しているようである。従
って，一般論的には，或る死体について，それ
に現われている死体現象の進行程度をよく吟
味検討すれば，その死体の脂肪組織の酸値の程
度如何は，ほぼ推測できるし，逆に酸値の実
測値から，死体の肉眼的所見即ち死体現象の
進行程度を推知することも可能であると，い
える。
ただし，以上に述べたような死体所見の如何
と酸値の測定値との間にみられる密接な相互
関係は，もちろん死体現象の進行状況が異例
ではなかった場合に限られている。という
のは，死体がたまたま，異例な状況下におか
れていたとすれば，その死体の死後変化は，全
く異例のものとなり，或いは，それが特に促
進され，或いは逆に，異常に抑制された形の
ものになって来るから，である。こうした
異例の死体現象を生ずるケースは，既に第2
章の中に，枚挙しておいた。念のために，こ
こにその1部のものを再記しておくと，死体
現象が異例なほどに促進されるケースとして
は，炬燵や懐炉などによって死体が温められ
ていた場合，特殊な梱包または納棺処置が行
なわれていた場合，強烈な日光の直射下にあっ
た場合などがあるが，逆に死体現象が抑制さ
れるケースとしては，死体が冬期の山中にあ
って，冷凍されたもののような格好になってい
た場合がある。
こうした特殊例の場合においては，その脂肪組織の
酸値も亦，当然異例なものになっている筈であるか
ら，本篇の成績の数学的吟味(減算)に当っては，こう
したケースは，除外した。従って，こうした異例の
条件下にあった死体については，われわれの死後経過
推定の計算式は，残念ではあるが，そのままでは役
に立たないものであると，思って戴きたい。
だが，われわれの経験によると，上記したよ
うな例外のケース即ち異例の条件下にはる死
体は，左程に多くはない。従って，われわ
れの脂肪組織の酸値測定による死後経過時間推
定法は，少数の例外を除けば，実用上に大き
な意義があるものと，考えてよい。
なお，上記したような例外のケースにおいて
は，その死体所見にも，普通の場合とは大きく
違う異常状態が現われている。従って，多
少の経験があれば，その死体は恐らく，異例
の条件下にあったものであろうと，容易に推
知できる。してみると，検査すべき死体の所
見如何を吟味検討することは，その死体が異
例の条件下にあったかどうかの判定にも必要
であり，引いては，われわれの脂肪組織の酸値
の測定による死後経過推定法が適用できるケ
ースであるかどうかの判定にも，大いに役立
つのである。
以上に述べた所を綜合すると，脂肪組織の
酸値測定による死亡経過推定法の応用に当って
は，この方法の適用が困難と思われる異例の
条件下にあった死体であるかどうかを見極め
るために，その死体の所見如何を予めよく検
査しておく必要があると，考えるのが妥当で
ある。
さて最後に，従来の文献を再検討してみる
と，1957年にSchleyer8)は,1933年に発表し
た井上の研究')の追試とみられる論文を，公け
にしている。その論文によると，著者は，31
体の死体から採取した皮下の脂肪織を細断し
た後，三角コルペン内の水中に容れ，水浴に
載せ，組織内の脂肪が充分に溶出するまで加
熱した上，得られた脂質の酸値を測定したと
記載しているが，その結果，死体内の脂肪の分
解は，死後200時間までの間においては，甚だ
僅少であることが認められたと述べている。
なお著者は，こうした検査成績からみて，そ
の結論として，脂肪織の酸値の測定は，死後経
過時間の推定手段としては全く役に立たぬも
のであると，述べているだけではなく，試料か
らの脂肪の抽出には，井上の提案しているよう
な厄介な手段は必要ではないと，附言してい
る。従って,Schleyerの論文は，井上の研
究業績のすべてを完全に否定したものになつ
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ているのである。
ところが，このSchleyerの研究には，われ
われの側からみれば，逆に重大な過失がある
ことを，指摘しなければならない。それは，
脂肪織(試料)内の脂肪の抽出に当って，煮沸溶
出する方法を使っていることである。とい
うのは，こうした方法では，脂肪が組織から
総
本編の研究においては，死後約8～10時間目
から6か月までに亘る死体の合計192体につい
て，皮下の脂肪組織を採取し，その脂質をさ
きに井上が動物実験に当って応用した方法に
よって溶出した上，その酸値の測定が行なわ
れ，その測定成績が審わしく吟味検討された
だけではなく，試料を採取した各死体の所見
何の如，および，気温，周囲の状況如何などの
死体現象を左右する条件が，慎重に吟味検討
されている。
従って，この研究報告の内容は，多岐に亘っ
ているが，この研究の主要な目的は，脂肪織の
酸値の測定によって死後の経過を推定する方
法を審わしく紹介するとともに，この方法を
適用した実例を報告し，その実用的意義を論
じようとすることにある。われわれの脂肪織
の酸値測定による死後経過時間の推定法は，全
く新しいものであるから，その実施法を簡記
しておくと，死体から採取した脂肪織を凍結
させた後，乳鉢内で迅速に力強く研磨し，組
織を破壊しておき，脂質を低温で溶出させた
結果，得られた脂質について酸値の測定を行
なうものである。
なお，測定成績の吟味に当っては，数学的吟
味(演算)が，試みられている。
本篇の報告の研究成績，特に，酸値の測定成
績およびその成績の吟味の中から，主要なも
のを摘録しておくと，次のようである。
1．脂肪組織内に含まれている遊離脂肪酸
の量(酸値)は，人の死体の場合においても，死
後の経過が長引くにつれて，次第に増えて行
くものであることが，確かめられた。
溶出するまでの期間において，脂質自身の非常
に高度な変性および分解が現われてしまうか
ら，である。
従って，上記したSchleyerの研究報告の内
容は，全く採り上げることができないものに
なっていると，いわざるを得ない。
括
2．その増え方をみると，酸値は，死体が新
鮮なものの場合には，常に零に近い数値とな
っているが，その後においては，死後の経過に
従い，直線的勾配を示しながら，絶えず上昇
しているもののように，見受けられた。
そこで，著者らは念のために，個々の測定値をグ
ラフ紙上にドット(点記)してみたところ，各測定時点
には，点がセンターカ:あるもののような形に散布し
ていることが，認められただけではなく，そのセンタ
ーは，死後経過が長引くに従い，ほぼ直線的に上昇
していること力:，認められた。
3．こうした所からみると，われわれの方
法による脂肪組織の酸値測定は，死後の経過時
間の推定上に大きく役立つものであると，考
えられる。
4．酸値の測定値の数学的吟味(演算)を行
なったところ，この方法による死後経過の推定
には，死後経過を苑日とし，酸値の実測値をy
とすれば,"=0.86y+0.57=tO.524の式によっ
て死後の経過日時を算定できることが，判明
した。
なお苑が既知の場合においては，酸値(y)の大きさ
は,y=0.73カ－0.05±0.482の式によって，求められ
る。
5．この方法において試料として使われる
脂肪組織は，組織像が単一構造に近いジンフ°
ルなものであって，個人差も亦少いものであ
ると，いうことができる。而かも，皮下脂
肪織は，採取が甚だ容易であって，検視の場
合においても，目立たぬように採取できる。
こうした点は，著者らの死後経過時間推定法
の長所の1つと，考えてよいであろう。
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